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長
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ニ
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委
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女
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委
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（
小
学
生
委
員
長
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事
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事  
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副
委
員
長
職
抜
粋
］ 

 

理 
 

事 
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田 
 

 
豊
（
総
務
副
委
員
長
） 

 

〃 
 

福 

田 

満 
穂
（
審
判
副
委
員
長
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鈴 
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田 
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正 
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〃 
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金 

井 

勝 
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〃 
 

〃 
 

石 

井 

一 

憲
（
競
技
用
具
副
委
員
長
） 

〃 
 

津 

田 
 

 

昇 
 

 
 

〃 

〃 
 

青 

木 

正 

次
（
広 

報 

委 
員
） 

〃 
 

細 

谷 

和 

男
（
壮
年
副
委
員
長
） 

〃 
 

藤 

原 
 

 

誠
（
実
年
副
委
員
長
）  

〃 
 

大 

井 

康 

有
（
シ
ニ
ア
副
委
員
長
） 

〃 
  

笹 

川 

康 

好
（
小
学
生
副
委
員
長
） 

 尚
指
導
者
研
修
は
当
面
総
務
委
員
会
が
担
当
し
ま
す
。 

 

平
成
十
五
年
度
の
事
業
計
画
予
定  

［
市
ソ
協
］
で
は
、
さ
い
た
ま
市
公
園
管
理
事
務
所
と?

一
月
二
十
五
・

二
月
八
日
に
グ
ラ
ン
ド
調
整
会
議
を
行
い
次
の
事
業
の
た
め
、
グ
ラ
ン

ド
を
確
保
し
た
。（
不
足
分
は
今
後
調
整
し
ま
す
） 

◎
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会 

四
月
二
十
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
他 

四
月
二
十
七
日
（
日
） 

 

宝
来
運
動
公
園
、
他 

五
月
四
日
（
日
） 

 
 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

五
月
十
八
日
（
日
） 

 
 

宝
来
運
動
公
園 

七
月
十
三
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
一
般
女
子
春
季
大
会 

四
月
二
十
九
日
（
祝
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
シ
ニ
ア
春
季
大
会 

五
月
十
一
日
（
日
） 

 
 

宝
来
運
動
公
園 

六
月
二
十
二
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
壮
年
春
季
大
会 

五
月
二
十
五
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
小
学
生
男
子
、
女
子
春
季
大
会 

六
月
一
日
（
日
） 

 
 

 

荒
川
総
合
、
宝
来
運
動
公
園 

七
月
十
三
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
ス
ポ
レ
ク
大
会 

県
南
予
選
会 

六
月
一
日
（
日
） 

 
 

 

宝
来
運
動
公
園 

◎
実
年
春
季
大
会 

六
月
十
五
日
（
日
） 

 
 

宝
来
運
動
公
園 

七
月
二
十
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
壮
年
秋
季
大
会 

八
月
二
十
四
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
一
般
男
子
秋
季
大
会 

九
月
七
日
（
日
） 

 
 

 

荒
川
総
合
、
宝
来
運
動
公
園 

九
月
十
四
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
、
宝
来
運
動
公
園 

十
月
二
十
六
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

十
一
月
二
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
小
学
生
男
子
、
女
子
秋
季
大
会 

九
月
二
十
三
日
（
祝
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

十
月
十
三
日
（
祝
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

◎
実
年
秋
季
大
会 

九
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

 
 

 
 

 
 

◎
県
南
選
手
権
大
会 

十
月
五
日
（
日
） 

 
 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

十
月
十
二
日
（
日
） 

 
 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

 

◎
シ
ニ
ア
秋
季
大
会 

十
月
十
三
日
（
祝
） 

 
 

宝
来
運
動
公
園 

十
一
月
九
日
（
日
） 

 
 

 

◎
一
般
女
子
秋
季
大
会 

十
一
月
三
日
（
祝
） 

 
 

宝
来
運
動
公
園 

◎
県
民
総
体
実
年
大
会 

 

十
一
月
十
六
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

十
一
月
二
十
三
日
（
日
） 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

十
一
月
三
十
日
（
日
） 

 

荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド 

※ 

右
グ
ラ
ン
ド
の
他
、
彩
湖
・
さ
く
ら
草
の
グ
ラ
ン
ド
を
予
定 

『
さ
い
た
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
』
役
職
決
ま
る 

会
長
に
田
中
一
弘
氏
（
元
高
体
連
専
門
部
長
）・
理
事
長
に
浅
見
茂
氏
（
県
ソ
協
強
化
委
員
長
） 

平
成
十
四
年
十
二
月
二
一
日
に
さ
い
た
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
設
立
総
会
が
さ
い
た
ま
市
産
業
振
興
会

館
で
開
催
さ
れ
、
旧
大
宮
・
浦
和
・
与
野
の
三
市
合
併
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
一
元
化
が
成
り
規
約

を
施
行
し
、『
さ
い
た
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
』
が
誕
生
し
た
。
一
月
三
十
日
役
員
の
互
選
に
よ
り
左
記

の
通
り
役
職
を
決
定
し
た
。 

田
中
新
会
長
の
挨
拶 

 
シ
ー
ズ
ン
も
幕
を
開
け
グ
ラ
ン
ド
で

は
溌
剌
と
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
四
月
一
日
に
人
口
一
〇

五
万
人
を
超
え
る
政
令
指
定
都
市
「
さ

い
た
ま
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い

体
育
協
会
も
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
お
い
て
は
、

旧
三
市
が
一
つ
に
な
っ
た
登
録
手
続
き

の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
を
所
期
の
目
的

と
し
て
、昨
年
十
二
月
二
十
一
日
に『
さ

い
た
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
』
を
設

立
い
た
し
ま
し
た
。 

第
一
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
埼
玉
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
」
へ
の
加
盟
が
三
月

二
十
三
日
に
正
式
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
登
録
に
つ
い
て
の
ル
ー
ト
は
明

確
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
後
、
い
ま
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
無
い
よ
う
な
大
規
模
な
組
織
運
営
に

な
り
ま
す
。
大
勢
の
知
恵
を
寄
せ
合
っ

て
、
風
通
し
の
良
い
協
会
に
育
て
ま
し

ょ
う
。 

 

 

発行人 市ソ協会長 

田 中 一 弘 
編集人 広報委員長 

田 口 秀 夫  



（２）           さいたま市ソフトボール協会機関紙 創刊号    ２００３．４．２０ 

編
集
後
記 

◎
『
県
ソ
協
』
で
広
報
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

県
段
階
そ
し
て
そ
れ
以
上
の
大
会
の
結
果
な

ど
随
時
協
力
い
た
し
ま
す
。『
県
ソ
協
』
へ
も

皆
様
方
の
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 

（
広
報
担
当
・
青
木
） 

◎ 

推
挙
さ
れ
広
報
（
放
送
）
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
三
月
の
常
任
委
員
会
で
、
協
会
機
関

紙
刊
が
決
済
さ
れ
第
一
号
発
行
に
参
画
し
ま

し
た
。
皆
様
の
知
恵
を
お
借
り
し
て
、
よ
り

良
い
協
会
運
営
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。
投
稿
・
写
真
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
広
報
委
員
長
・
田
口
） 

◎ 

「
大
宮
ソ
協
」
か
ら
の
繋
が
り
で
、
田
口

広
報
委
員
長
を
補
佐
し
て
広
報
紙
作
成
に
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
会
加
盟
の
皆

様
に
、
試
合
結
果
・
等
の
記
事
を
、
正
確
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 

（
副
理
事
長
・
榎
本
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
〇
三
年
度  

【オ
フ
ィ
シ
ャ
ル･

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル･

ル
ー
ル
】 

伝
達
講
習
会
が
開
か
れ
る 

(

市
ソ
協
主
催)  

平
成
十
五
年
三
月
十
五
～
十
六
日
、
さ
い
た
ま
市
産
業
振
興
会
館
、
自

衛
隊
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
２
０
０
３
年
度
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ル
ー
ル
改
正
修
正
点
の
伝
達
講
習
会
が
延
べ
１
５
５
名
の
審
判
、
記
録
員

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。 

こ
れ
に
先
立
ち
、
県
ソ
協
審
判
委
員
会
が
二
月
二
十
三
日
、
同
記
録
委

員
会
が
三
月
二
日
、
各
市
町
村
ソ
フ
ト
協
会
・
中
体
連
・
高
体
連
・
大
学

連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
審
判
委
員
長
・
記
録
委
員
長
及
び
各
こ
れ
に
準
ず
る

者
を
対
象
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
講
習
会
を
開
き
、
審
判
・
記
録
員
の

業
務
の
公
正
、
正
確
を
期
し
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。 

長
谷
川
征
雄
県
ソ
協
顧
問
は
、『
今
年
、
来
年
は
「
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
を

控
え
、
全
国
よ
り
埼
玉
の
競
技
運
営
は
注
目
さ
れ
ま
す
。
県
ソ
協
の
競
技

は
す
べ
て
プ
レ
国
体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
審
判
・
記
録
員
が
あ
い
携
え

て
立
派
に
運
営
し
よ
う
』
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
、
永
井
県
ソ
協
審
判
委

員
長
は
、『
ル
ー
ル
改
正
が
あ
り
審
判
・
記
録
員
の
綿
密
な
連
携
が
必
要
で

す
。
更
に
国
体
を
控
え
、
審
判
・
記
録
・
放
送
の
合
同
研
修
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
』
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

◎ 

ル
ー
ル
は
四
月
一
日
よ
り
実
施
、
主
な
改
正
は
二
十
一
項
目
。 

〔
新 

設
〕 

①
指
名
選
手
制
（
Ｄ
Ｐ
）
Ｄ
Ｐ
↓
打
撃
専
門 

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｏ
↓
守
備
専
門 

②
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
マ
ナ
ー 

判
定
へ
の
不
服
、
不
満
の
態
度
に
対
し
警
告
、
退
場 

〔
追
加
改
正
〕 

 

マ
ス
ク
、
捕
手
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
義
務
に
つ
い
て
他
。 

又
、
県
ソ
協
の
見
解
と
し
て
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
を
背
番
号
と
呼

ぶ
も
可
と
す
る
。
通
信
機
器
の
取
り
扱
い
、
監
督
代
行
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
別
途
詳
細
な
見
解
が
解
説
な
さ
れ
た
。 

十
五
日
は
正
、
副
審
判
委
員
が
講
師
に
な
り
、
新
設
ル
ー
ル
の
Ｄ
Ｐ
制

等
を
じ
っ
く
り
と
勉
強
。 

十
六
日
は
『
カ
ス
ラ
ー
ズ
』、『
ア
ー
ミ
ー
ズ
』
の
選
手
諸
君
の
協
力
を

得
て
、
主
審
・
三
審
・
四
審
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
の
確
認
、
発
声
等
五
時
間
に
亘
り
実
施
研
修
し
た
。 

 

平
成
十
五
年
度 

埼
玉
県
登
録
チ
ー
ム
の
紹
介 

さ
い
た
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
加
盟
の
左
記
の
チ
ー
ム
が

『
県
ソ
協
』
に
登
録
を
行
っ
た
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
で
正
々

堂
々
と
戦
い
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
。 

［
男
子
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
１
部
］（
革
ボ
ー
ル
使
用
） 

 

県
庁
ク
ラ
ブ
・
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

 
 

 
 

（
二
チ
ー
ム
） 

［
男
子
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
３
部
］（
ゴ
ム
ボ
ー
ル
使
用
） 

カ
ス
ラ
ー
ズ
、
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ズ 

Ｎ
Ｓ
Ｃ
、
上
木
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会 

道
祖
土
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
、
別
所
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

ベ
ア
ー
ズ
、
マ
ス
タ
ー
ズ
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
バ
ー
ボ
ン
ズ
（
一
〇
チ
ー
ム
）

［
壮  

年
］（
四
十
才
以
上
男
子
） 

大
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
，
Ｍ
Ｑ
Ｘ 

上
木
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会 

 

（
三
チ
ー
ム
） 

【
実  

年
】（
五
十
才
以
上
の
男
子
） 

大
宮
ト
ッ
ク
リ
ー
ズ
、
日
進
パ
ー
ク 

 
 

 
 

 

（
二
チ
ー
ム
） 

［
シ
ニ
ア
］（
五
十
九
才
以
上
の
男
子
） 

大
宮
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
、
七
里
オ
レ
ン
ジ
、
浦
和
Ｓ
Ｇ 

ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ニ
ア
、
浦
和
ク
ラ
ブ
シ
ニ
ア
ー
ズ 

Ｆ
Ｓ
Ｃ
ト
ッ
ク
リ
ー
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
六
チ
ー
ム
） 

［
レ
デ
ィ
ー
ス
］ 

（
十
八
才
以
上
女
子
） 

大
宮
ク
ラ
ブ
（
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
大
宮
改
め
） 

Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
チ
ー
ム
） 

［
エ
ル
ダ
ー
］ 

 

（
三
十
五
才
以
上
の
女
子
） 

ミ
レ
ニ
ア
ム
大
宮
（
２
チ
ー
ム
） 

［
エ
ル
デ
ィ
ス
ト
］（
五
十
才
以
上
の
女
子
） 

エ
ル
デ
ィ
ス
ト
大
宮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
チ
ー
ム
） 

［
小
学
生
男
子
］（
さ
い
た
ま
市
内
の
小
学
生
で
編
成
） 

上
木
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
、
大
久
保
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

大
東
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

仲
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
、
さ
く
ら
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス 

文
蔵
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
太
陽
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス 

南
浦
和
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

大
宮
指
扇
ラ
イ
オ
ン
ズ
少
年
ソ
フ
ト
、
土
呂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

道
祖
土
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
大
久
保
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

常
盤
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

 
 

（
十
三
チ
ー
ム
） 

［
小
学
生
女
子
］（
さ
い
た
ま
市
内
の
小
学
生
で
編
成
） 

常
盤
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

大
久
保
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
リ
ト
ル
レ
モ
ン
ズ 

指
扇
ラ
イ
オ
ン
ズ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

 

（
四
チ
ー
ム
） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
関
係
も
『
県
ソ
協
』
が
主

導
に
な
っ
て
各
市
町
村
の
協
会
に
立
派
に
協

議
運
営
を
し
よ
う
と
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。 

準
備
万
端
一
致
協
力
し
て
暖
か
く
選
手
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。
一
〇
五
万
人
県
都
さ
い
た

ま
市
民
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
親
睦
と

技
術
の
向
上
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
ち
ま
た
で
は
一
六

年
の
『
ま
ご
こ
ろ

国
体
』
に
向
け
、

輸
送
・
会
場
・
観

客
選
手
団
の
宿

泊
所
、
接
客
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体

の
強
化
対
策
と

活
発
な
動
き
が

あ
り
ま
す
。 

『浅
見
理
事
長
』 

挨 

拶 
 


